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【手続補正書】
【提出日】平成24年7月10日(2012.7.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つの流体吸引／分配用部材を有する試験装置において、
　前記少なくとも１つの流体吸引／分配用部材は、
　ａ）内部体積と流体連通している第１ポートと、
　ｂ）前記内部体積と流体連通している第２ポートであって、前記第２ポートは、前記第
１ポートと対向している、第２ポートと、
　ｃ）前記第１ポートと前記第２ポートとの間に配された前記内部体積のサンプル用空洞
部と、
　ｄ）前記第２ポートと前記サンプル用空洞部との間に配された前記内部体積のシール可
能な空洞部と、
　ｅ）前記第１ポートに隣接して取り付けられるキャップであって、前記キャップが前記
第１ポート上に設置されると、前記キャップは、前記第１ポートを閉じるように構成され
ている、キャップと、
　を含み、
　前記試験装置は、管部、および前記シール可能な空洞部をシールするシールデバイスを
含み、
　前記管部は、前記試験装置のサンプル貯蔵器から流体サンプルを吸引するため、前記第
１ポートに取り付くように構成され、前記流体サンプルは、前記第２ポートを通って前記
サンプル用空洞部内に吸引され、
　空気が、前記流体吸引／分配用部材の前記内部体積の中の前記シール可能な空洞部内に
さらに吸引され、
　前記シール可能な空洞部をシールすることにより、前記流体サンプルの吸引後に前記第
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２ポートをシールして流体容器を作り出し、前記シール可能な空洞部が前記シールデバイ
スを使用してシールされる間、前記サンプルを隔離するため空気が供給されており、
　前記容器は、前記サンプル用空洞部内に前記流体サンプルを保持し、前記少なくとも１
つの流体吸引／分配用部材が遠心分離機の内部に設置されることができるようにし、前記
サンプル中に懸濁されている粒子を前記流体サンプルの残部から分離することを可能にす
る、装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の装置において、
　前記流体吸引／分配用部材の前記シール可能な空洞部は、前記シール可能な空洞部をヒ
ートシール可能とすることができる材料から作られている、装置。
【請求項３】
　請求項１に記載の装置において、
　前記キャップは、取り外し可能に取り付けられる、装置。
【請求項４】
　請求項１に記載の装置において、
　前記サンプルは、細胞懸濁液および血液のうちの少なくとも一方を含む、装置。
【請求項５】
　請求項１に記載の装置において、
　前記粒子は、細胞である、装置。
【請求項６】
　請求項１に記載の装置において、
　前記流体吸引／分配用部材の前記内部体積の中に配される分離障壁、
　をさらに含む、装置。
【請求項７】
　請求項１に記載の装置において、
　前記サンプルは、粒子凝集のための試薬をさらに含む、装置。
【請求項８】
　請求項１に記載の装置において、
　離間した複数の開口部を有する固体プレート様支持体、および、前記固体支持体の前記
開口部内に配された、請求項１に記載の流体吸引／分配用部材のアレイを含む、流体吸引
／分配用プレート、
　をさらに含み、
　前記吸引／分配用部材の各々の前記シール可能な空洞部をシールすることにより、前記
部材の各々の前記第２ポートをシールして複数の流体容器を作り出すことを可能にし、前
記容器の各々は、前記第２ポートがシールされる際に前記サンプルを保護するため前記シ
ール可能な空洞部内に吸引された空気と共に、前記管部により前記サンプル用空洞部内に
吸引された流体サンプルを保持するように、かつ前記サンプル中に懸濁されている粒子を
前記サンプルの残部から分離することを可能にするように、構成されている、装置。
【請求項９】
　請求項８に記載の装置において、
　カバーであって、前記カバーが取り付けられると、前記カバーは、前記部材の前記第１
ポートの各々を閉じる、カバー、
　をさらに含む、装置。
【請求項１０】
　請求項８に記載の装置において、
　前記流体吸引／分配用部材の各々は、光学的に透明な材料から作られる、装置。
【請求項１１】
　流体サンプル中の粒子を分離する方法において、
　前記方法は、
　ａ）少なくとも１つの流体吸引／分配用部材を試験装置内へ装填するステップであって
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、各前記部材は、第１ポート、その反対側の第２ポート、ならびに、前記第１ポートおよ
び前記第２ポートの各々と流体連通しているサンプル用空洞部を含む、ステップと、
　ｂ）管部を前記第１ポートに取り付けるステップと、
　ｃ）サンプルを、前記流体吸引／分配用部材の前記第２ポートを通して、前記サンプル
用空洞部内へ吸引するステップと、
　ｄ）前記第２ポートを通して、前記サンプルと共に、ある体積の空気を吸引するステッ
プであって、前記空気の吸引により、前記サンプルが前記第２ポートから離されて前記サ
ンプル用空洞部内に転位される、ステップと、
　ｅ）流体容器を作り出すために前記流体吸引／分配用部材の前記第２ポートをシールす
るステップと、
　ｆ）前記第１ポートに解放可能に係合して前記第１ポートを覆うように寸法付けられた
キャップを用いて前記第１ポートを閉じるステップと、
　ｇ）前記サンプル中の粒子を前記サンプルの残部から分離するステップと、
　を含み、
　前記分離された粒子およびサンプルは、前記粒子またはサンプルの検出のために、前記
流体吸引／分配用部材の前記サンプル用空洞部の内部に保持される、方法。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の方法において、
　前記流体吸引／分配用部材は、計量先端部である、方法、
【請求項１３】
　請求項１１に記載の方法において、
　前記試験装置は、臨床分析器である、方法。
【請求項１４】
　請求項１１に記載の方法において、
　前記分離するステップは、遠心分離によって行なわれる、方法。
【請求項１５】
　請求項１１に記載の方法において、
　前記シールするステップは、前記部材の前記第２ポートをヒートシールすることによっ
て行なわれる、方法。
【請求項１６】
　請求項１１に記載の方法において、
　（ａ）流体吸引／分配用プレートを前記試験装置内に装填するステップであって、前記
プレートは、複数の前記流体吸引／分配用部材を含む、ステップと、
　（ｂ）複数のサンプルを、前記流体吸引／分配用部材の各々の前記第２ポートを通して
、前記サンプル用空洞部内へ吸引するステップと、
　（ｃ）複数の流体容器を作り出すために前記流体吸引／分配用部材の各々の前記第２ポ
ートをシールするステップと、
　（ｄ）前記容器の各々の中で、前記サンプル中の粒子を前記サンプルの残部から分離す
るステップと、
　をさらに含み、
　前記分離された粒子およびサンプルは、前記粒子またはサンプルの検出のために、前記
流体吸引／分配用部材の各々の前記サンプル用空洞部の内部に保持される、方法。
【請求項１７】
　請求項１６に記載の方法において、
　前記装填するステップは、前記流体吸引／分配用プレートを前記試験装置の複数の管部
へ取り付けることを必要とし、各前記管部は、計量機構の一部である、方法。
【請求項１８】
　請求項１６に記載の方法において、
　前記吸引するステップの後に、前記部材の各々の前記第１ポートが蓋によって閉ざされ
るステップであって、前記蓋が前記第１ポートの上に設置されると、前記蓋は、前記部材
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の各々の前記第１ポートを閉じるように構成されている、ステップ、
　をさらに含む、方法。
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